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◎
口万

年
　
目月

山
ｎＨｕ

平

■
日
―

ヽ中

湊・十七都市発掘
日立歴史民俗博物館特定研究所「北部日本における文化交流」中世班 (代表 :

千田嘉博 ,小 島道裕)と 富山大学人文学部考古学研究室 (宇野隆夫 ,前川要 ,学
生36名 )は、10月 8日 から18日 にかけて十二湊・福島城の発掘調査を実施 しまし
た その結果、中世の11立柱建物、井戸や板塀、中国製の陶磁器など多彩な品々
が出 とし、今回の調査は H本 の中世都市・町をみなおす起点に、更なる分析解明
が待たれています
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政
季
、
蝦
夷
地
を
固
め
る

享
徳
三
年

（
一
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四
）
八

月
廿
八
日
、
政
季
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と
っ
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潮
は
特

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
順

風
を
帆
に
学
み
、
政
季

一
行
を

乗
せ
た
安
藤
船
は
無
事
に
蝦
夷

Ｋ
４
？
盤
久
ｏ
４
／國
ｍ

＞
　

　

　

止
７

長

嚇

紹

そ
の
港
は
、
大
館
で
あ
っ
た
　
　
　
こ
の
政
季
が
再
び
内
地
に
帰

か
、
茂
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史
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な
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、
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史
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年金コーナー

♂自 蓬蓄五i pll
抱いたあなた。そんな積極的な人なら大歓迎です。男女 。年齢問いません。

連絡先 役場企画観光課内 広報 しうら編集室まで
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市浦村の人口と世帯数 平成410.1現在

‖なんでも1lH‖Rをご利用下さい―
行政に対する要望、苦情、相談などお気軽にどうぞ
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亀米宮FD f々 朱
lle

陸奥湾一周駅伝大会で力走する

中井勝海 くん (市浦中 3年 )

レ67く


